
会津大学の経験から見た
イノベーション・コースト構想

福島県原子力対策監
（会津大学教育研究特別顧問）

角山 茂章
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総敷地面積 約20万㎡、
総床面積 約4万7千㎡

エネルギーセンター

情報センター付属図書館

情報処理センター

学生ホール

管理棟

体育館

研究棟

講堂

大学公園

クラブ棟

マルチメディアセンター

水辺の公園1

会津藩士出身、元東大総長山川健次郎先生

「技術に堪能なる士、君子たれ 」
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２０１４年１月

教員の国際公募

コンピュータサイエンス学科

ウィドム学科長

「会津大学のコンピュータサイエンス（CS)は、ス

タンフォード大学とカリフォルニア大学バークレ校
のCS学科を合わせたよりも大きい」

会津大
IT＊国際性 ＊ ベンチャー
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人を引き付ける場としての大学

TI
(約500人)

会津オリンパス
Aizu Olympus
（約800人）

会津若松市City
(約1000人)

会津大学UoA
(教職員,学生
約1500人)

ITベンチャー
IT ventures
(約300人)

ITフオーラム
(約500人)パソコン甲子園

(約300人)

• 家族を入れると1700人の住民incl family
• 1300人は若者 students
• 若松市の18歳から22歳年代の

5人に1人は会津大生
• 若松市のロシア人の殆どは会津大関係(27人

中25人) Russian

国際会議
(外国人約300人)

< 会津大学の吸引力 > UoA related people

富士通Fujitsu
（約1200人)

富士ソフトSB
Fuji Soft SB
(約100人)

会津地区の雇用概数（正規雇用) ソース：各社HP等参照

ＩＴを活用した起業・経
営支援セミナー
(約70人)

IT人材育成(SLF)

国際IT日新館
(留学生)

アカデミアふくしま留学生
会議(外国人約50人)

調べて1ページに書けるほどの数
limited number

会津大 地域への経済効果（超概算）
必要費用 総額 約４０億円
約 ３０億円（国・県） 約１０億円（授業料等）
地域への経済効果 総額 約４０億円
教職員・家族、学生の生活費 ２０億円弱
会津大発ベンチャーの売り上げ ２０数億円

ベンチャー
の経済効果
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1. ＩＴセンター（データ処理センターを含む） 23 450 ｍ２

2. 共同利用センター 21 810 平方ﾒｰﾄﾙ

 事務区画 11 000平方ﾒｰﾄﾙ;

 工学修士ｺｰｽ; 会議場; 
レストラン;

 展示スペース;

 ホテル.

会津ITベンチャー強化策
ノボシビルスクとの連携

 ノボシビルスク国立大学出身 ロシア人副学長
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ミレンコフ名誉教授
文科省大学院改革
事業リーダー

セドゥーキン名誉教授5
戦略的研究プログラム
創設

収益目標（450億ﾙｰﾌﾞﾙ=1350億円）

4



ベンチャー強化策
の国際スキーム
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復興支援センター(建設中）

 大学発ベンチャー数 公立大１位
 ヘルス2.0コンテスト WHOアプリで

世界一
 モスクワ世界セキュリティ大会第9

位
 スマートフォンアプリジャム 2014最

優秀賞
 第10回キャンパスベンチャーグラン

プリ（CVG）

とんがった学生の活躍進行中のベンチャー強化策
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先端情報科学研究センター(CAIST)

宇宙情報科学
アークスペース

医療工学
アークメディカル

CAIST（カイスト） Research Center for Advanced Information Science and Technology

コンピュータ理工学をベースに先端研究を実施

研究クラスター 研究クラスター 研究クラスター

Aizu Research Cluster for Space 
Information Science and Technology
(ARC-Space)

Aizu Research Cluster for Medical 
Engineering & Informatics( ARC-Medical )

地域環境
アークエンバイロメント

Aizu Research Cluster for Local 
Environment &  Informatics

(ARC- Environment )

探査機の『目』

・移動体搭載カメラとの連携

・地元カメラメーカとの共同研究

情報基盤ネットワーク

・地域気象関連データ

・インド政府モンスーン
予測計画参加

地域医療情報基盤

・次世代携帯端末による

現場学習環境の開発

教員１名、
大学院生５名

浜通りと会津
大の連携案

ロボット・グループの設立を学内検討中
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防災大学院大学周辺のベンチャー企業集積について

• 既存のロボット及び防災・ロボット関連起業が大学院大学周辺に拠点開設

• 大学院大学周辺に企業が拠点を開設する条件、メリット

＊ロボットメーカーの立場からの

防災の専門家がおり、実際にロボットを開発し、運用部隊までの体制により、実際に使わ
れるロボットが明確となり、事業の見通しが立つ

⇒ビジネスになる見通しがあることで、経営資源（人材、資金）を投入する

• 大学院大学から研究開発予算、発注がなされること

• 企業の研究者が大学院大学で博士号が取得できる（工程博士）

• 企業の立場から大学院大学の学生への教育事業が見込まれる

• 大学院大学の優秀な学生がリクルートできる

• 部品会社、試作開発に必要な加工会社などの製作協力会社が周辺にあること

除雪ロボット

製作：会津地
元企業

会津大開発事例
・水田作業用ロボット
・製作：地元企業
・地元農家の水田で試験
・実験：大学院生
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教育機関設立時の課題
・現状 浜通りの高校生の理系志望は増加。しかし、入試段階では
学科まで絞り込んでいないので、東京の総合大学へ行く傾向。

・浜通りに個性ある教育機関の設立を考えると大学院が中心では
ないか。教養科目教員も準備しないですむ。

・一方、一度浜通りを離れた学生に帰って来てもらう、また日本全
国から来てもらうと言う課題にどう対処するか。

・大学院なのだが、高専の卒業生に来てもらえる道は作れないの
か。
・競争相手の多い中で、存在感を示せるロボコンは？
・大学教員も世界レベルに挑戦できる実践的な教員が必要。

・教員を工程博士の仕組みで採用・評価。ベンチャーの優秀な技
術者が教員へ登用される道を。

初代国井学長時代 会津大１０年誌より

会津大学の場合には、国内のコンピュータ理工学分
野の人材が不足していたことから国際公募を行った
結果、平成５年４月１日時点で将来の大学院担当予
定の教員も含めて８２名の教員が着任しており、その
うちの４８人が外国人という、日本の大学には例のな
い教員組織となった。国井学長の場合、師弟関係の
ような強い結びつきを持つ教員を一人としてつれてこ
なかった。・・・・・・

日本人教員の多くは、企業出身が多く、研究歴はあ
るものの教育経験が少ない者が多い。

ＮＨＫ開催
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会津ＩＴ(ソフト）
ベンチャー

浜通りロボット・
ベンチャー

ベンチャー連携

国際研究
産業都市
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